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                                    （2024年１月 17日） 

一般社団法人 大阪府山岳連盟 登山学校「山スクール」 

２０２４年度（第９期） 「入校のご案内」 

一般社団法人 大阪府山岳連盟 会長 小畑 和人 

登山学校「山スクール」 校長 石田 英行 

 連盟では、登山を愛する皆さんに安全登山の基礎的知識や技術を身に付けていただくために登山学校「山ス

クール」を開設しています。 

  

 本スクールでは、皆さんの登山経験を基に、初心者の方から、岩登りや積雪期登山を学んでみたい方まで、そ

れぞれの経験と希望によって、クラス別で学んでいただきます。本年度はアルパインクラスを従来の２クラスから

１クラスに併合した３クラス制となります。 

 スクールの指導は、（公財）日本スポーツ協会公認の山岳指導員、（公社） 日本山岳・スポーツクライミング協

会の夏山リーダー、当連盟の登山インストラクターによって行ないます。 

 「スクールの目的」は、生徒の皆さんの登山ガイドをしたり、ツアー登山のように山に連れて行くことではなく、

皆さん自身の意志によって登山に必要な知識や技術を身に付けて、安全に経験を積み重ねていただくことで

す。 

 そのために、座学・実技・研修登山を学習の場として設けております。 

安全で充実した登山を学んでいただきたいとスクールスタッフ一同が願っております。 

 

各種感染症などで山スクールの活動や生徒、講師の健康に支障をきたすと判断した場合は、開校中であ

っても休止等の措置をとることがありますので、予めご承知おきください。尚、休止の場合は相応の返金等

の対応をさせて頂きます。 

 

（１） 受講コース（クラス）について 

受講期間 ４月～３月の１年間 

⚫ トレッキング１ ⇒新規、および再受講者 

トレッキング２ ⇒新規、およびトレッキング１からの進級希望者、再受講者（優先） 

アルパイン   ⇒新規、およびトレッキング２、アルパインからの進級希望者、再受講者（優先） 

⚫ 新規入校希望者は、抽選によって選定します。経験や体力、年齢等を考慮する場合があります。また、

入校（進級）に不適合の判断をする場合もあります。 

⚫ 授業料はスクール運営費、座学、実技等の参加費用に充当します。 

 

① トレッキング 1（Ｔ１）クラス 

これから山歩きを始めようという方、基本からを学びたい方のクラス。近郊の軽登山などで基礎的な知識、

技術を学び山小屋泊や近郊の雪山登山も経験します。 

◆ 募集人数――１０名程度 

◆ 授業料――４５，０００円／年間（税込み） 
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② トレッキング２（Ｔ２）クラス 

近郊トレッキング、サポート登山等を経験して、登山に慣れてきた方のクラス。緊急事態を想定して疑似体

験する。岩場通過、雪山登山など、ステップアップも視野に入れます。 

◆ 募集人数――１０名程度 

◆ 授業料――４８，０００円／年間（税込み） 

 

③ アルパインクラス  

アルパイン登山の基礎を学ぶクラス。岩登り、担荷トレーニングを通して近郊や北アルプス、中央アルプス

八ヶ岳等での無雪期、積雪期登山を経験します。 

◆ 募集人数――１０名程度 

◆ 授業料――５５，０００円／年間（税込み） 

 

（２） 各クラスの登山目標・履修内容 

クラス T１ T２ A 

無雪期 一般登山道の山行ができる知識・技

術・体力を習得する。小屋泊も経験

する。 

3,000m級のテント 2泊の山行がで

きる知識・技術を習得する。 

近郊の低山で地形図を見て歩ける

読図力の習得。 

３０００ｍ級でのテント泊 

前穂高岳北尾根、剱岳・八ツ峰源

次郎尾根等の登攀ができる知識・

技術を習得する。 

積雪期 金剛山、三峰山、観音峰など近郊で

の日帰り山行ができる知識・技術・

体力を習得する。 

比良山、伊吹山、大峰山クラスでの

日帰り山行ができる知識・技術を習

得する。 

大山、八ヶ岳、木曽駒ケ岳レベルの

バリエーション登攀。弥山尾根、阿

弥陀岳北稜、サギダル尾根等の登

攀技術。 

履修 

内容 

⚫ 登山に必要な装備、服装 

⚫ 登山計画書の作成 

⚫ 無雪期歩行の基本 

⚫ アイゼン歩行（6 本爪以上） 

⚫ 縦走ができる体力向上 

⚫ 読図、コンパス､GPSの利用 

⚫ パーティーシップ 

⚫ 登山道での対応 

三点支持、鎖場、梯子 

⚫ 歩荷、トレーニング方法 

⚫ 緊急時対応（天候、傷病） 

ツエルトの利用 

⚫ 事故事例から学ぶ 

⚫ 熱中症対策 

⚫ 気象の基本 

⚫ 小屋の利用 

⚫ 山岳保険の理解と重要性 

⚫ 軽量化・応用のきく装備、服装 

⚫ テント２泊の縦走ができる体力

をつける 

⚫ 藪漕ぎができる読図力を付け

る 

⚫ 道迷い時の対応 

⚫ 標布の付け方 

⚫ パーティーシップ（突発事項に

対する対応） 

⚫ 無雪期のビバーク 

⚫ 事故事例から学ぶ 

⚫ 熱中症対策 

⚫ 低体温症対策 

⚫ 凍傷対策 

⚫ 気象 

⚫ アイゼン歩行（10本爪以上）・

ピッケルの使い方 

【無雪期】 

⚫ ロープワーク 

⚫ クライミング装備の扱い方 

⚫ その他クライミングにおけるシ

ステム 

⚫ 確保、リード、支点構築 

⚫ 沢登り（初級） 

⚫ 20ｋｇの担架力 

⚫ セルフレスキュー等 

【無雪期】 

⚫ ラッセル（ワカン歩行） 

⚫ アイゼンでのクライミング 

⚫ その他雪上での登攀技術 

⚫ 雪中での生活技術 

⚫ 雪洞、ツエルト泊 

⚫ 雪上運搬 

⚫ 25ｋｇの担架力 
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⚫ 行動食、食料計画 

⚫ 自然保護 

⚫ 担荷 10kg以上で 6時間の登

山道の歩行能力 

⚫ ファーストレスキュー 

⚫ 雪山でのルート選択 

⚫ 雪山でのビバーク 

⚫ 山岳保険の理解と重要性 

⚫ フィックスロープ設置済岩場で

の登下降、トラバース 

⚫ 基本のロープワーク 

⚫ フリクションヒッチをマスターし

て岩場を通過する 

⚫ 担荷 15kg以上で 6時間の登

山道の歩行能力 

履修 

内容 

1. 登山の基本 

⚫ 基本的歩行、行動技術 

⚫ 登山計画の立案と計画書の作成 

⚫ 適切な装備の使用 

⚫ 気象、現地情報、リスク等の情報収集 

⚫ 読図 － 地図を活用しての行動 

⚫ 山岳保険の理解 

2. 緊急事態への対応 

⚫ 病気、ケガ、低体温症、凍傷の理解と応急手当 

⚫ 道迷いの対処やビバーク（緊急露営） 

⚫ 登山道での搬送 

3. パーティー単位の行動の理解 

⚫ リーダーシップ、メンバーシップ、ペース配分 

4. 雪山技術 

⚫ 基本的歩行、行動技術 

⚫ アイゼン、ストックの適切な使用 

⚫ 遭難対策（緊急時の対応、緊

急連絡先の対応、岩場・雪上

での遭難対策技術） 

⚫ 登山計画の立案と計画書の

作成 

⚫ リーダー、サブリーダー、食

担、装備、気象,渉外、会計な

どの役割と留意事項とチーム

ビルディング 

⚫ 登山のリスクと対策 

⚫ 山の気象と天気図 

⚫ 冬山の気象と雪崩 

⚫ 読図（ルート図、沢の遡行図、

ルートファインディング） 

 

（３） 各クラスの必要装備について 別紙参照 

それぞれのクラスでは、実技や研修登山で別紙のような装備が必要になります。 

新しく購入される場合、不明な点は担当講師に相談下さい。 

 

（４） 各クラスの年間学習予定 別紙参照 

２０２４年度の「山スクール講義日程」に基づいて学習します。 

日程、内容、講師等は天候やその他の都合により変更または中止する場合があります。 

 

（５） 座学、実技、研修登山について 

① 座学 年間１２回 

T1 オンライン（Zoom） 時間：19：00～20：30 動画にて後日の聴講可 

T2 実技に組み込み 
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A 対面（大阪セルロイド会館、または東成区民センター） 時間：19：00～21：00 

② 実技 年間１２回 

前夜泊で行う場合もあります。 

※「前夜泊」：実技の前日夜、実技場所の最寄り駅などに集合して、近くの適所にテント、ツエルトなどで泊ま

り、翌朝から実技を行ないます。 

③ 研修 

年間２回の山行を下記の要領で実施します。 

⚫ 履修目標に合わせた登山。 

座学、実技で学んだことを基に参加者全員で役割分担し、登山計画書の作成（登山ルート、食料・必

要装備、緊急連絡先、現地の交通状況、天候の情報等の収集）を行い、登山を実施します。費用は講

師料、交通費を含めてメンバー内で精算します。 

担当指導員は、もちろん助言を行ない、登山にも同行します。 

 

実技の遠征費、研修の経費は、授業料に含まれていません。参加する生徒で、または個人でその都度精

算します。 

 

（６） 各クラスの修了認定について 

座学、実技、研修の参加状況と知識、技術の習得程度によって修了を認定し、修了証をお渡しします。 

⚫ 座学、実技の各 9回以上の出席。 

⚫ 上記に満たない場合は研修登山、岳連主催の講習会への参加状況、熱意、知識、技術の習得程度を

考慮する場合があります。 

注）T1、T2では１年に限り再受講を認めます。 

 

（７） 入校の条件及び手続きについて 

① パーソナル会員（個人会員制度）に登録となります。 

・ 年会費（３０００円）は、授業料から充当されます。 

② 下記に記載した各種費用は授業料に含まれていませんので、生徒の負担になります。 

・ 生徒の座学、実技会場までの往復交通費 

・ 実技での遠征費、食料費、宿泊費（テント場費、小屋泊費）、消耗品などの費用 

・ 個人装備の購入費用、山岳保険などの保険料等 

・ スクールの座学、実技以外の各種講習会への参加費 

・ 研修の各自の交通費、食料費、宿泊費、並びに講師の講習料、交通費、食料費、宿泊費等 

③ 山岳保険に加入して頂きます。 

保険会社によって、様々な補償がありますが、スクールでは下記の補償が付いていることが必要です。 

1. 遭難捜索費用が出ること。 

2. T1／アイゼンを使用し、積雪期の登山が対象であること。 

T2、A／ピッケル、アイゼン、ザイルを使用した登山が対象であること。 

3. 個人賠償責任補償が付いていること 

・ 山岳保険には、「入院補償（入院、手術、通院等）」が付いていることが望ましいのですが、生徒

各自にお任せ致します。別の傷害保険等の活用も可です。 

当連盟では、日山協山岳共済会の「山岳遭難・捜索保険（登山コース）」※を推奨しています。 

・ トレッキング１ １ＳまたはＳ以上 
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・ トレッキング２ １ＳまたはＳ以上 

・ アルパイン   １Cまたは C以上 

※上記保険には各種安全登山講習会、山小屋などの優待割引制度、ヒトココ（位置情報

発信機）のレンタルサービスを受けられます。 

④ PC メールアドレスが必要です。 

生徒と山スクール間の連絡、資料及び登山計画の送付等、また、行事へ参加するなどの申し込み等も

PC メールを使用して行うことになります。携帯メールアドレスの方は、お送りした資料のプリントができ

るなどの操作ができる方に限ります（郵送、Fax使用などの連絡はいたしません）。 

※T1は Zoomおよび LINE環境が必要です。 

 

（８） 申し込み及び入校までの流れ 

① 入校説明会 1月 31日（水）19：00～20：00 

オンライン（Zoom） 、後日録画を希望者に限定公開予定 

HPにて参加手続きを行なって下さい。（説明会に不参加でも受講の応募は可能です。） 

 

② 受講の応募期間 2月 1日（木）～2月 25日（日） 

HPより必要事項をご確認してご応募下さい。 

先着順ではありません。 

 

③ 入校判定 2月 26日（月） 

申し込み多数の場合はスタッフにて選定を行ないます。 

経験や体力、年齢等を考慮する場合があります。 

 

④ 入校申込み期間 2月 27日（火）～ 3月 15日（金） 

「入校が認められた」との連絡が届いてから、期間内に入校申込書、その他所定の書類を提出して下さい。 

※誓約書、車両使用規定は押印、自署が必要ですので PDF等で送信ください。入校式にて本書を提出し

ていただきます。 

 推奨の日山協山岳共済会の保険手続きは 3月 21日が締め切りです（各自で手続きをして下さい）。 

 

⑤ 3月末日までに「授業料」の振り込みをお願い致します。 

（注意）授業料は原則として理由の如何にかかわらず、払い戻しは致しません。但し、コロナ感染等の影

響で途中休校とした場合は、相応の返金措置を致します。 

授業料振り込み先 

振り込み費用はご負担ください。 

  銀行名    ゆうちょ銀行 

  支店名    ４０８店（ヨンゼロハチテン） 

  種 別    普通  口座番号 ５１１５８７２ 

  口座名義  一般社団法人大阪府山岳連盟  

カナ名義  イッパンシャダンホウジンオオサカフサンガクレンメイ 
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⑥ 開校式 2024年 4月 10日（水） 19：00～ 

場所：大阪セルロイド会館 3F会議室 

（終了後、T1、A1、A2は座学①を実施します。） 

 

説明会 受講応募期間 入校判定 入校申込み期間 授業料入金 開校式 

1/31 2/1～2/25 2/26 2/27～3/21 ～3／31 4／10 

 

連絡先   一般社団法人 大阪府山岳連盟 山スクール 

     〒537-0014 大阪市東成区大今里西 2-5-12 大阪セルロイド会館 206 

     Tel： 06-6973-3675 

     Email ： yamaosaka@hera.eonet.ne.jp 

 


